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２
０
０
６
年
４
月
よ
り
消
化
器
科

部
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
現
在
の
と

こ
ろ
消
化
器
疾
患
の
患
者
さ
ま
の
ご

紹
介
や
、
内
視
鏡
の
件
数
が
増
加
中

で
す
。
こ
れ
に
と
も
な
い
10
月
に
内

視
鏡
室
を
改
装
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ま

の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
医
療
が
提
供

で
き
る
よ
う
、
力
を
尽
く
す
所
存
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

消
化
器
科 

部
長
　
原
　
順
一 

 

　
馬
場
記
念
病
院
で
は
、
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
充
実
、
治
療

の
標
準
化
な
ど
を
目
指
し
、
毎
年
ク

リ
ニ
カ
ル
パ
ス
大
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。 

　
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
と
は
、あ
る
疾
患
に

対
し
て
の
、必
要
な
検
査
項
目
や
ケ

ア
処
置
、
入
退
院
指
導
な
ど
を
治
療

行
程
順
に
分
か
り
や
す
く
表
に
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
こ
の
パ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ま
側

で
は
治
療
の
手
順
や
段
階
の
把
握
が
、

医
療
者
側
で
は
安
定
し
た
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、当
院
で
は
積
極
的
に
各

病
棟
で
広
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
７
月
25
日
に
ク
リ
ニ
カ
ル

パ
ス
大
会
を
実
施
。
地
域
連
携
パ
ス

を
作
成
、
実
際
に
使
用
し
、
そ
の
結

果
を
ま
と
め
た
地
域
医
療
支
援
室
の

「
地
域
連
携
パ
ス
の
取
り
組
み
」
と
い

う
発
表
が
最
優
秀
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

　
今
後
も
こ
う
し
た
活
動
を
続
け
、

治
療
の
標
準
化
の
た
め
に
常
に
見
直

し
を
加
え
な
が
ら
、
職
員
一
同
、
信

頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

南
館
２
階
Ａ
病
棟
　
　
井
福 

照
美 

　
８
月
26
日
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
セ

ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
で
「
私
た
ち
が

看
取
り
の
ケ
ア
で
で
き
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
域
ケ
ア
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。
講
師
に
六
甲
病
院
緩

和
ケ
ア
病
棟
で
、
チ
ャ
プ
レ
ン
（
病

院
付
き
牧
師
）
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

兼
職
さ
れ
て
い
る
沼
野
尚
美
氏
を
お

招
き
し
ま
し
た
。
２
５
０
０
人
以
上

も
の
生
死
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
沼

野
氏
は
、
「
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
、

死
ぬ
こ
と
の
大
切
さ
」
を
２
時
間
半

に
わ
た
り
、
熱
気
一
杯
の
会
場
で
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
か
つ
感
動
的
に
語
ら
れ

ま
し
た
。
深
く
重
た
い
テ
ー
マ
に
も

関
わ
ら
ず
、
約
１
３
０
名
と
い
う
予

想
以
上
の
参
加
者
か
ら
は
、

「
具
体
性
が
あ
っ
て
理
解

し
や
す
く
、説
得
力
が
あ

り
、納
得
で
き
た
」
「
自

信
に
つ
な
が
っ
た
」
等
の

声
が
聞
か
れ
、
人
と
し

て
の
豊
か
な
感
性
、
死

生
観
の
必
要
性
を
確
認
で
き
た
ひ
と

と
き
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
今
回
の
学
び
を
、
私
達
職
員
も
、

こ
れ
か
ら
出
会
う
「
死
」
と
向
か
い

合
っ
て
生
き
て
い
る
方
々
、
及
び
ご

家
族
へ
の
ケ
ア
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

ペ
ガ
サ
ス
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
寺
下
久
代 

 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
委
員
会 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

部
長
就
任
挨
拶 

患
者
さ
ま
の 

増
加
に
伴
い
、 

内
視
鏡
室
を
改
装
へ 

今
年
も
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
大
会 

を
開
催
し
ま
し
た 

死
生
観
の
必
要
性
を 

強
く
感
じ
た
２
時
間
半 

お問い合わせ先● 
医療法人ペガサス  馬場記念病院 
TEL072-265-5558㈹ 

お問い合わせ先● 
馬場記念病院　ボランティア委員会　北口 
TEL072-265-9319（馬場記念病院デイケア内） 

当院は、 

『政府管掌健康保険 

生活習慣病予防健診』

の実施機関として 

指定を受けています。 
 
お問い合わせ・お申し込みは 
健診室まで 

072（265）6006

最
　
優
　
秀
　
賞 

【 

地
域
医
療
支
援
室 

】 

地
域
連
携
パ
ス
の
取
り
組
み 

10th Anniversary

11月5日（日） 
時間／10：00～15：00 
開催場所／馬場記念病院 

―ひろげよう地域医療の輪― 

記念品を用意しておりますので、 
お誘い合わせのうえご来場ください。 
※雨天の場合、イベント会場に変更があります。 

●今年から見学コース・体験コースを設定しました。 
●詳細は院内ポスター・ホームページをご覧ください。 

ペガサス医療体験デイ ボランティア募集 
●馬場記念病院の外来ロビーでのご案内 
●イベントスタッフ 
（「夏祭り」「医療体験デイ」「クリスマスイベント」など） 

●緑化ボランティア 
（馬場記念病院　３階屋上中庭の花壇整備など） 

� � � � � � � �

　
地
域
の
医
療
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
め

ざ
す
研
修
会
「
気
づ
き
か
ら
築
き
へ

―
パ
ー
ト
Ⅶ
」
が
、
９
月
30
日
、
ウ

ェ
ス
テ
ィ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
介
護
保
険
の
現

在
を
利
用
者
の
声
か
ら
考
え
る
」
。

ま
ず
、
事
前
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
そ
の
中

の
回
答
に
は
、
介
護
保
険
改
定
に
伴

っ
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
制
限
や
、
老
々

介
護
の
悩
み
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。 

　
当
日
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や

ご
家
族
を
含
め
、
医
師
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
病
院

職
員
、
訪
問
看
護
師
な
ど
約
80
名
が

参
加
。
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
先

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
「
利

用
者
の
困
っ
て
い
る
状
況
を
解
決
す

る
方
法
」
に
つ
い
て
討
論
、
「
幅
広

い
観
点
か
ら
意
見
交
換
で
き
た
」
と
、

大
変
好
評
で
し
た
。
今
後
も
、
利
用

者
へ
の
地
域
ケ
ア
の
向
上
を
め
ざ
し
、

研
修
会
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。 

地
域
医
療
支
援
室
　
原
田 

佳
子 

   

　
馬
場
記
念
病
院
で
は
、
毎
年
、
高

校
生
を
対
象
に
『
高
校
生
病
院
見
学
』

を
行
っ
て
い
ま
す
。
普
段
あ
ま
り
接

す
る
こ
と
の
な
い
病
院
内
の
職
種
を

見
学
す
る
こ
と
で
、
医
療
へ
の
関
心

と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
い

う
の
が
ね
ら
い
で
す
。 

　
今
年
は
８
月
５
日（
土
）に
馬
場
記

念
病
院
で
実
施
し
、
昨
年
と
同
様
に

『
医
療
技
術
部
コ
ー
ス
』、『
看
護
部

コ
ー
ス
』
の
２
コ
ー
ス
を
設
定
。
そ

れ
ぞ
れ
医
療
技
術
部
コ
ー
ス
に
は
20

名
、
看
護

部
コ
ー
ス

に
は
18
名

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。 

  

　
ま
ず
は
５
階
会
議
室
に
集
ま
り
、

当
法
人
の
理
事
長
、
馬
場
武
彦
か
ら

皆
さ
ま
へ
ご
あ
い
さ
つ
を
し
、
そ
の

後
、
医
療
技
術
部
コ
ー
ス
は
白
衣
に
、

看
護
部
コ
ー
ス
は
ナ
ー
ス
服
に
着
替

え
、
見
学
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
、
医
療
技
術

部
コ
ー
ス
で
は
放
射
線
部
、
検
査
室
、

デ
イ
ケ
ア
室
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

部
を
、看
護
部
コ
ー
ス
で
は
南
館
、北

館
を
見
学
し
ま
し
た
。
４
時
間
弱
と

い
っ
た
短
い
時
間
で
、
高
校
生
の
皆

さ
ん
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
ほ

ん
の
一
部
し
か
見
学
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の

見
学
を
元
に
、
今
後
の
進
路
決
定
に

役
立
て
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

人
事
課
　
北
谷 

慎
也 

             

　
去
る
８
月
24
日
、
堺
市
立
西
文
化

会
館
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、

「
最
期
の
看
取
り
と
事
前
指
定
書
〜

自
分
の
死
に
方
を
自
己
決
定
で
き
る

方
法
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
医
療

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、
講
師
に
は
お
な

じ
み
の
社
会
医
療
研
究
所 

所
長 

岡

田
玲
一
郎
先
生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。 

　
岡
田
先
生
は
、
意
思
表
示
が
困
難

な
状
態
に
陥
っ
た
と
き
の
た
め
に
、

自
分
が
受
け
た
い
医
療
を
自
分
で
選

択
・
決
定
し
、
そ
の
内
容
を
「
事
前

指
定
書
」
と
い
う
文
書
に
明

示
し
て
お
く
「
レ
ッ
ト
・
ミ
ー
・

デ
ィ
サ
イ
ド
」
と
い
う
方
法

を
15
年
前
に
日
本
へ
導
入
さ
れ
、

現
在
は
そ
の
普
及
の
た
め
に
、

精
力
的
に
全
国
で
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
講
演
で
は
、
射
水
市
民
病

院
で
の
人
工
呼
吸
器
取
り
外

し
事
件
の
事
例
を
交
え
、
延

命
治
療
や
終
末
期
医
療
の
在
り
方
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
住

民
の
方
々
や
医
療
、
福
祉
関
係
者
約

３
０
０
名
の
方
が
、
急
性
期
は
も
ち

ろ
ん
、
終
末
期
医
療
に
も
関
心
を
持

ち
、
常
日
頃
か
ら
「
死
」
と
い
う
も

の
を
身
近
に
捉
え
、
真
剣
に
考
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ま
に
、

医
療
の
現
場
に
お
け
る
最
新
情
報
を

ご
提
供
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
少
し

で
も
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
れ
ば
、

と
考
え
て
い
ま
す
。 

地
域
医
療
支
援
室
　
上
野 

将
司 

38
名
の
高
校
生
の 

皆
さ
ん
が
参
加 

経
験
を
元
に
、進
路
決
定
を 

テ
ー
マ
は「
最
期
の
看
取
り 

と
事
前
指
定
書
」 

岡
田
玲
一
郎
先
生
を
招
き 

講
演
会
開
催 

高
校
生
の
皆
さ
ん
が 

病
院
の
仕
事
を
見
学 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

 



山口慎也 
 

馬
場
記
念
病
院 

馬
場
病
院 

ペ
ガ
サ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク 

午前診 
9：00～ 
受付 
8：30～12：00

午後診 
14：00～ 
受付 
13：00～15：00 

　　　　　は 
予約が必要です。 
必ず予約のうえ 
ご来院ください。 

午前診 
9：00～12：00 
受付8：30～12：00

午後診 
15：00～18：00 
受付14：30～18：00

午前診 
9：00～12：00 
受付8：30～12：00

夜診 
18：00～19：00 
受付17：30～19：00

内科 
循環器科 

外科 
消化器科 

脳神経外科 

（脳）神経内科 

整形外科 

形成外科 

内科 

（脳）神経内科 

整形外科 

泌尿器科 

内科 

外科 

内科／外科 ＜内科外来にて＞ 

1診 

2診 

3診 

1診 

2診 

診療時間 診療科 月 火 水 木 金 土 

１診 

２診  

外・消１診 

外・消２診 

外・消３診 

脳外科１診 

脳外科２診 

脳外科３診 

（脳）神経内科１診 

（脳）神経内科２診 

整形外科１診 

整形外科２診 

整形外科３診 

根来伸治 
（循環器） 

坂本常守 
（内科） 

周藤弥生 
（糖尿病） 

若山公作 
（呼吸器） 

一丸之寿 
（呼吸器） 

  

寺岡　均 新田敦範 

原　順一 大平　豪 

宇野淳二 伊飼美明 

河内屋友宏 

山口慎也 
 

馬場武彦 

高橋光雄 北口正孝 

中谷芳美 千本裕子 

本田良宣 吉中康高 

南口利美 久保俊彰 

担当医 担当医 

中林孝之 
＜内科＞ 

久保俊彰 
＜内科＞ 

永田安徳 永田安徳 

宇治義正 戸田千綾 

　 　 

永田安徳 宇治義正 

担当医 矢野　基 

篠塚宗徹 高尾泰広 

松本成史 
松本成史 

（予約検査） 

濱田千雅 
（糖尿病） 

山本喜英 山本喜英 

北口正孝 

根来伸治 
（循環器） 

児玉豊城 
（呼吸器） 

周藤弥生 
（糖尿病） 

 

根来伸治 
（循環器） 

玉森　豊 寺岡　均 新田敦範 櫻井克宣 
第1・3週 

中谷雅美 玉森　豊 

原　順一 

河内屋友宏 大平雅一 
第2・4・5週 

魏　秀復 宇野淳二 魏　秀復 

伊野波 諭 伊飼美明 

古賀広道 

峯田春之 北口正孝 中谷芳美 

塩山実章 楠　進／原　秀憲 
第1・3週/第2・4・5週 

長谷川隆典 

交替制 

楊　裕健 本田良宣 楊　裕健 交替制 

交替制 

南口利美 中林孝之 久保俊彰 中林孝之 

久保俊彰＜外科＞ 
担当医＜外科＞ 

山本喜英 
＜外科＞ 

久保俊彰 
＜内科＞ 

中林孝之 
＜内科＞ 

南口利美 
＜内科＞ 

永田安徳 永田安徳 永田安徳 

宇治義正 宇治義正 中野儀人 

　 　 担当医 

宇治義正 宇治義正 担当医 

担当医 担当医 永田安徳 

江口陽介 

永田安徳 第1・3・5週 
矢野　基 第2・4週 

北口正孝 
＜（脳）神経内科＞ 

中林孝之 
＜内科外来にて＞ 

篠塚宗徹 吉中康高 

岡垣健太郎 

北口正孝 

北田拓也 
（肝臓病） 

瓦林孝彦 
（心臓） 

林　泰司 

玉垣芳則 
（在宅酸素） 

岡垣健太郎 
（関節の外来） 

岡垣健太郎 
（関節の外来） 

南部泰孝 
（睡眠時無呼吸外来） 

高尾泰広 

山本喜英 山本喜英／矢野　基 
交替制 

交替制 

　 
伊野波 諭 

 
古賀広道 

山下 啓／島田健永 
第1・3・5週／第2・4週 

（ともに循環器） 

坂本常守 
（内科） 

平成18年11月1日現在 医療法人ペガサス　外来診療のご案内 

３０号　平成１８年１０月２７日発行　第３巻第２０号（通巻３０号） 

  

　
８
月
26
日
（
土
）
、
馬
場
記
念
病

院
に
て
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
毎
年
恒
例
の
演
奏
会
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
手
品
・

傘
回
し
に
一
新
。
そ
し
て
、
新
た
に

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
に
提
灯
な

ど
の
飾
り
付
け
を
加
え
て
、
一
層
、

夏
祭
り
ら
し
さ
を
演
出
し
て
み
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
い
か
が

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
　
ほ
か
に
も

職
員
有
志
が
浴
衣
を
着
て
盆
踊
り
を

披
露
し
た
り
、
く
じ
び
き
抽
選
会
を

行
い
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
患
者
さ
ま
・
ご
家
族
を

含
め
て
１
５
０
名
以
上
の
参
加
が
あ

り
、
今
年
も
大
盛
況
で
し
た
。
と
て

も
た
く
さ
ん
の
方
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
準
備
に
携
わ
っ
た
職
員
と
し
て

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
長
期
の
入
院
生
活
は
単
調
に
な
り

が
ち
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
行
事
で
、

少
し
で
も
気
分
転
換
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会

で
は
今
後
も
四
季
折
々
の
行
事
を
企

画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会 

梨
谷 

竜
也  

　
馬
場
病
院
で
は
、
入
院
さ
れ
て
い

る
患
者
さ
ま
に
、
療
養
中
少
し
で
も

楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
８
月
19
日
（
土
）
午

後
３
時
よ
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
一
環
と
し
て
、
馬
場
病
院
前

駐
車
場
で
、
毎
年
恒
例
の
夏
祭
り
を

開
催
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
残
念
な
が
ら
雨
が
降
っ

た
り
止
ん
だ
り
の
あ
い
に
く
の

天
候
で
し
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
数
の
患
者
さ
ま
や

ご
家
族
、
地
域
の
方
々
が
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
職

員
に
よ
る
た
こ
焼
き
な
ど
の
模

擬
店
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
よ
る
盆
踊
り
な
ど
の
催
し
を
通
じ

て
、
な
つ
か
し
い
縁
日
の
よ
う
な
雰

囲
気
を
皆
さ
ま
に
味
わ
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
盆

踊
り
で
は
患
者
さ
ま
も
輪
の
中
に
加

わ
っ
て
踊
り
、
と
て
も
楽
し
そ
う
な

笑
顔
と
笑
い
声
で
い
っ
ぱ
い
の
一
日

と
な
り
ま
し
た
。 

　
来
年
も
ま
た
、
患
者
さ
ま
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
お
も
し

ろ
い
趣
向
を
凝
ら
し
た
行
事
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

馬
場
病
院
　
宮
尾 

清
貴 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る 

手
品
・
傘
回
し
、 

職
員
に
よ
る
盆
踊
り
で 

盛
り
上
が
り
ま
し
た 

今
年
も
恒
例
の
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た 

患
者
さ
ま
も
一
緒
に 

盆
踊
り
を 

楽
し
み
ま
し
た 

馬場記念病院 
の夏祭り 

馬場病院 
の夏祭り 


